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厚幌ダム（2016.9.19撮影）
ⅰ）舞鶴遊水地：平安時代以降1,100
年間の古マオイ沼の地史・環境変遷

ⅱ）冨里中央：活断層露頭（高所のため
遠望・図写真での説明）

ⅲ）厚幌ダム下流北岸：中位段丘堆積
物・豪雨崩壊地の斜面堆積物-遠望-

ⅳ）ショロマ１遺跡：段丘群とその堆積
物・火山灰層序、発掘内容など

ⅴ）上幌内５遺跡付近：低位段丘堆積
物（花粉・14C試料採取）・中位段丘堆
積物（Kt-1以上の降下軽石群）

ⅵ）厚幌ダム：完成直前の状況（工作
物・地形改変）

ⅶ）その他：資料による紹介（ｵﾆｷｼﾍﾞ3
遺跡･同 5遺跡、桜丘大露頭）

案
内
者

見学箇所と見どころ



厚真川中～上流域の地形と地質
（地質調査所1960年発行5万分の1地質図幅「早来」）

厚真川流域の沖積低地は広がったり狭く
なったりして、下流へ向かって次第に広くなる
（赤破線囲み）。狭まる箇所では、ハビウドー
ム、厚真断層部、石狩低地東縁断層帯（馬追
丘陵）などが通過し、地質構造的高まりと一致
している。これは、活断層・活構造的な動きが
現在もこの地域で進行し、沖積低地と沖積層
の発達に影響を与えていることを示唆する。
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①桜丘大露頭（中位段丘の傾動・萌別層）
②富里西方活断層露頭
③厚幌ダム下流北岸（中位段丘堆積物）
④厚幌ダム
⑤ｼｮﾛﾏ1遺跡（低位・中-低中間段丘）
⑥上幌内5遺跡付近（低位・中位段丘堆積物）
⑦ｵﾆｷｼﾍ5遺跡付近（最低位・低位・中位段丘堆積物）
⑧ｵﾆｷｼﾍﾞ3遺跡付近（最低位・低位・中位段丘堆積物）
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7見学/紹
介露頭

厚幌ダム周辺
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厚真断層

平取断層

軽舞断層の名
称で活断層が
推定されている

厚真市街

厚真複背斜および厚真断層（衝上断層）は活構造
（活断層）の可能性が高い

東京大学出版会
発行の新編「日
本の活断層」より
引用

図は５万分の１
地質図幅「早
来」の図に加
筆

厚真市街

富 里

厚真複背斜構造に想定できる起震断層は西側の
「石狩低地東縁断層帯」になぞらえれば、東傾斜・
西上がりの衝上断層であり、厚真断層（軽舞断層）
がそのあらわれであろう。富里付近で考えられる活
構造現象（活断層）はこのような一次的な活断層で
はなく、雁行背斜群として地殻浅部に現れる、変状
現象の一部で、副次的なものと考えられる。そのた
め、局所的に沖積低地が広がったり、ダムアップ現
象などが生じたのではなかろうか。
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①桜丘大露頭

②富里西方活断層露頭

-04

-05、06

-07

160901-01
-02

-03

AAD-1孔

③厚幌ﾀﾞﾑ下流北岸厚真川中流域
（厚真市街～幌
内）調査地点図

厚真市街

幌内
富里

1km

160707-01
調査地点（柱状図作成）と地点番号

測定した層理の走向・傾斜（新第三系）

活断層の可能性のあるリニアメント

ﾋﾟｰﾄｻﾝﾌﾟﾗｰによるコア採取孔

活断層の可能性のあるリニアメント
ではいずれも西上がり東落ちの変
位が想定できる。
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ATP-1孔

ATP-2､3孔

151109-04

150628-04



①桜丘大露頭
C

B

A

Ta-b
Ta-c

Ta-d

Ta-d2

En-a

Spfa1

Kt-1?

基底礫層

河川と
その後
背湿地
（生痕多
し）の堆
積物？

半陸成～
陸成堆積
物(礫散点

の火山灰
質砂質泥)

風成層（降下
軽石・ローム・
腐植土）

萌別層
（海底扇状地
の砂岩・砂礫
岩・泥岩互層）斜交不整合

傾動する中位段丘堆積物
（河川；５万年前頃）

A柱状下半

5m

B柱状

B

北西側から撮影

C
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B柱状

前ﾍﾟｰｼﾞの黄色枠部分の拡大写真

Ta-d

左下写真の右側上部の拡大写真

16



②富里西方活断層露頭

活断層露頭を東側から撮影

中位段丘面の変位

活断層露頭

活断層露頭を南西
へ向かってとらえる

活断層露頭を道道から撮影

振老層
（急立）

活断層露頭の全体を南南西へ向かって撮影

振老層
（急立）

振老層
断層
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？

富里西方活断層露頭スケッチ・柱状図

Ta-b

Ta-C

En-a

Spfa-1

?

萌
別
層

柱状A柱状B

柱状A

1m

柱状B

5m

5m

断層

ⅰ）活断層露頭は道道の載る低地面（現河川氾濫原）より約50mの高所に
あり、Kt-1？以上の降下軽石・ﾛｰﾑなどが重なり、５万年前頃に離水した
中位段丘面である。

ⅱ）活断層は萌別層急立上昇部の右（北東）側と左（南西）側に対を成す
ように存在している。不整合面でとらえると３ｍ+のオフセット（≒落差）が
あり、少なくともTa-dまでは切っているように見える。上昇側は植生でおお
われ不明であるが、今後、この部分を確かめることができれば、最新活動
期を確認できる可能性がある。

ⅲ）右（北東）側の断層はN34°W・57°NEであるが、萌別層の層理面に
ほぼ沿っており、「層面すべり」の可能性が高い。地形図からリニアメント
（地形面の変位？）からとらえると、北北西－南南東の方向（走向）を示す
のが分かる。
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19

北東側断層
部分の近接
拡大写真

南西側断層部分の近接写真

赤枠部分
の近接拡
大写真



En-a

Spfa
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中位段丘堆積物の詳細写真
（18ﾍﾟｰｼﾞ右柱状図に対応）



東和～富里地域の案内図（ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ孔、低位段丘露頭の位置）

B1

B2

B3

B4
B5

B6

B7

B8
B9

B10

B11
B12

B13～B17

B18～B21

To-1

To-2

To-3

ATP-1

ATP-2

既存ボーリング孔

手動ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞによる泥炭
コア採取孔

低位段丘（堆積物）
調査露頭

To-4

東和～富里地域は厚真川河口から15
～20km上流に位置するが厚さ20m前後

の沖積層が存在し、その過半以上が泥
炭により構成されている。特に富里地域
では厚さ10m超の厚い泥炭層が局所的

に存在し、その存在は活構造と関連する
可能性が考えられる。

1km

冨里中央泥炭・
活構造検討箇所

活断層？露頭観察

泥炭コア採取箇所
（ATP-1～3）を台地
上から見下ろす。

冨里西方活断層露頭

桜丘大露頭

朝日露頭
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ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ柱状対比図でTa-dの
東落ち変位が認められる



東 和

富 里
東和～富里の柱状対比断面

南西

北東

B1 B3B2 B4 B5
B6

B7

B8B9 B10B11
B12

B13

B14

B15

B16
B17

B18～B21

厚真川上流の東和～富里地域の沖積低地および低位段丘のボー
リング柱状を並べ断面図を作成すると、図のようになる。沖積低地の
沖積層の厚さは20m前後であるが、樽前火山灰（Ta-d・Ta-c）の存在

から、ほぼ完新世１万年間の堆積物であることが分かる。一方、台地
（低位段丘）には段丘礫層とその上位のローム・腐植層が存在する
が、Ta-dの下位の部分の内、段丘礫層は完新世初期の河川堆積物
と見なされるが、沖積低地のTa-d下位の部分と対応させると15～20m
の高度差があり、地殻変動による変位の存在の可能性も示唆する。

沖

積

層

沖

積

層

低
位
段
丘
堆
積
物

低
位
段
丘
堆
積
物

新第三系
（振老層）

新第三系
（振老層）

Ta-c

Ta-d

台地

沖積低地

ボーリング対比断面に認め
られるTa-dの変位（東落ち）
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富里「旧鹿落としの沼」付近の空中写真（泥炭コア採取箇所位置図；地盤変状）

ATP-1

ATP-2

ATP-3B11

B12

旧鹿落とし沼の範囲

田植え後の水張り状況から破線左
手（西側）がやや低い。この範囲は稲
刈り前に稲の倒伏が顕著。
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新第三系
（振老層不淘汰砂礫岩）

活断層？露頭（To-1；富里中央旧橋南側）

Ta-d

Ta-c

低位段丘
堆積物

1m

1m褐色ﾛｰﾑと
砂礫が錯綜

？
ここには断層はない

本露頭ではTa-dが勾配
370/1,000以上で西へ傾斜

しているようにとらえられる
（もちろん、風成層であるた
め元来が水平であったとい
う確証はない）。新第三系と
低位段丘堆積物（Ta-d下位）

の間は断層関係でないため、
活断層を想定するとすれば、
本露頭の右手側（東側）で
はないだろうか。ちなみに、
この東側部分は厚真川北岸
では松浦橋付近（ハビウ川
沿い）へ追跡できる。

活断層？露頭（To-1）全容

松浦橋

神社

新第三系と低位段丘堆積
物の境界部の拡大写真

腐植層

西

東
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地層区分
（ATP-2,3）

ATP

-1

ATP

-3

ATP

-2
AAD

-1

花粉化石・分帯
（ATP-2,3）

Ta-b
ATP2-9

ATP2-7

ATP2-6(ﾐｽﾞｺﾞｹ多)

ATP2-5
(ﾐｽﾞｺﾞｹ)

ATP2-4

Ta-c

ATP2-3

ATP2-2(ﾐｽﾞｺﾞｹ多)

ATP2-1

ATP3-2
ATP3-1

ATP2-509 (泥炭中
植物片)：
Cal.3,214±54y.BP
(NUTA2-22592)

ATP3-679 (泥炭中
植物片)：
Cal.3,970±53y.BP
(NUTA2-22594）

14C年代測定
ATP2-509

14C年代測定
ATP3-679

ATP2-869 (泥炭中
植物片)：
Cal.5,164±79y.BP
(NUTA2-22593)

14C年代測定
ATP2-869

ATP3-1347(木片;
)：Cal.8,691±59

ｙ.BP(NUTA2-22595)

14C年代測定
ATP3-1347

ATP-2孔に水平に投影して表示

花粉試料
(○：珪藻試料)

Ta-c

灰色泥
(ｼﾙﾄ～粘土)

火山灰質
泥

（砂質ｼﾙﾄ
～粘土）

盛 土

Ta-bTa-b A
TP
1
-2

Ta-c

A
TP
1
-1

Ta-b

A
A
D
-1

A
A
D
-2

花粉帯

花粉帯
ｺｱｻﾝﾌﾟﾗｰ

ｺｱｻﾝﾌﾟﾗｰｺｱｻﾝﾌﾟﾗｰ

14C年代測定
・編年

ｺｱｻﾝﾌﾟﾗｰ

沖

積

層

Ta-b:1667年降灰

Ta-d

B-Tm

Ta-b

繊
維
質
泥
炭
・
泥
互
層

追
加
採
掘
・
コ
ア
詳
細
観
察

コ
ア
簡
易
観
察
・
現
地
試
料
分
け
採
取

追
加
試
料
採
取

繊
維
質
泥
炭
主
体

泥炭をともな
う砂質泥～
細粒砂

圧密進んでいる

ATP2-8

ATP3-3

ﾐｽﾞｺﾞｹ

→：珪藻化石

酸性湿地

酸性湿地
(周辺にコケ多い)

沼沢地
(～半乾半湿地)

珪藻分析
(花粉分析補完)

ATP2-207 (泥炭中
植物片)：
Cal.1,087±56y.BP
(NUTA2-23846)

ATP2-207 (泥炭中
植物片)：
Cal.1,050±54y.BP
(NUTA2-23845)
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③厚幌ダム下流北岸

厚幌ﾀﾞﾑ下流北岸箇所全景

A柱状
A柱状露頭

B柱状

B柱状露頭

C柱状

C柱状露頭
Ta-d

Spfa-1の
再堆積物

En-a ?

Kt-1 ?

5m

中
位
段
丘
堆
積
物
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中位段丘堆積物下部

★当該箇所は現河川（厚真川）からの比高30m
あまりの面を有し、厚さ25m弱の堆積物で構成
される段丘である。

★堆積物は降下軽石Kt-1？、Spfa-1およびTa-d
を伴うが、Ta-dを除き、流水の影響を受けて葉

理が発達しており、段丘としての離水（形成）時
期は４万年前頃とみなされる。

★En-aの存在は明瞭でない（不確か）。

★基底礫層の存在は明確でないが、最下部と
上部のTa-dとSpfa-1間で、下位の萌別層に由来

する泥岩の角礫で構成される土石流状の堆積
物を伴う。

B柱状

C柱状

5m Kt-1 ?
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厚幌ダム

厚幌ダム下流北岸の中位段丘面の上位には今年の夏の豪雨で表層崩壊が
発生した。下から遠望して水平の層状構造がとらえられたため、高位段丘堆
積物が存在するのではないかと、上って確かめた。 ⇒ Ta-d以上の降下軽石
層を含む斜面堆積物であることが分かった。尾根頂部には振老層泥岩層がE
へ30°程度の傾斜で露出するのが確認でき、段丘堆積物は存在しなかった。

厚幌ダム下流北岸の中位段丘面の上
位の表層崩壊（今夏の豪雨による）

斜面堆積物はTa-d、
Ta-c、Ta-bの降下

軽石層・腐植土
（一部ﾛｰﾑ様）と泥
岩角礫を含む砂
質泥の崩壊物が
互層している。

斜
面
堆
積
物

Ta-d

Ta-c

尾根頂部の振老層泥岩層
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